
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜田高校図書館 

H28.4.26 発行 

28-1 号 

山藤祐子（国語科） 

今月の 10・11 日に広島で G７外相会合が行われ、「核のない世界」に向けて

『広島宣言』がまとめられました。私たちは平和な時代に生きており、幸せです

ね。 

 図書館には憲法で保障された表現の自由などたくさんの自由があります。穏や

かな時間も流れています。ぜひ一度、来館してみてください。 

阿部志朗（地歴科） 
４月から図書・研修部は、新たに「図書・研究部」としてグレード・アップしてス

タートすることになりました。「ICT」や「AL」を活用した新しい学びの方法を、浜

田高校にどんどん取り入れていく、その最前線基地としての役割を果たすのが目的で

す。ところで「ICT」「AL」…。最近流行の言葉ですが、何のことでしょう？ 

 「ICT」は Information and Communication Technology（情報通信技術）、「AL」

は Active Learning（能動的な学び）の頭文字。ともに小中高の学校だけでなく、

大学の講義や社会人の研修など、社会全体で注目されている新しい「学び方」を象徴

する言葉です。 

 今年度から浜田高校は、松江北高、益田翔陽高、飯南高に次ぐ県内４校目の ICT

教育の研究指定校に決まりました。すべての教室にプロジェクタと教材提示装置、マ

グネットシートが配備され、授業用の iPad 数台が導入されます。図書・研究部では、

新しい情報技術を使った能動的な新しい学びのスタイルが、普段の授業に少しずつ取

り入れられるよう、関係図書をそろえたり機器の管理をしたりしてバックアップしま

す。 

 しかし新しい情報技術の進展の一方、世間では、情報を安易に入手しようとするこ

とによって生じる「文字から読み取る力」「文字から知り学ぶ力」の減退がいわれて

います。それは、浜高生も例外ではありません。 

 図書・研究部は、新しいメディアだけでなく、従来の本や新聞などの紙ベースの活

字メディアからの情報収集・活用方法についても、変わらず力を注ぎ、図書館を「基

地」として、皆さんの学びがバランスよく進展していくように支えていきたいと思い

ます。１年間よろしくお願いします。 

梶谷妙（司書） 
私が司書になろうと思ったのは高校生の頃。夢を育んでくれた場所は高校の図

書館でした。そんな「始まりの場所」である学校図書館で働けることをとても嬉

しく思います。たくさんの本がある図書館には、思いがけない出会いが待ってい

ます。何気なく手に取った本が運命の出会いにつながるかも!？校内散策がてら、

ぜひ気軽に図書館にいらっしゃい！ 

又賀智和（理科） ＊普段は職員室にいます！ 

皆さんが社会人になると様々な人との関わりをしていく必要があります。その

関わりの中で大切なものの一つが教養です。教養は関わりを円滑にしたり他人か

ら認められるきっかけつくったりします。教養は本を読むことで身につきます。

皆さんには、本をしっかり読み、教養のある大人になってほしいと思います。 

福井美帆（理科） ＊普段は第 3職員室にいます！ 

高校時代、化学に目覚めた私は、浜高図書館にあった化学に関する本を片っ端か

ら借りて読みました。あれから何年も経ったある日、図書館に行ってみると、あの

頃読んだ本とともにおニューな本も！読むのが楽しみです。 

新年度が始まって半月がたちました。オリエンテーション・課題テストなども終

わり、いよいよ本格的に授業が始まりましたね。ちょっと一息つきたいとき、図書

館に足を運んでみませんか？本との出逢い、人との出逢い、いろんな出逢いがあな

たを待っていますよ。 

この他、各クラスに 2名ずついる図書委員が、大切な図書館スタッフです。 

どうぞよろしくお願いします！！ 



数字は本の背ラベルにある分類番号です 

092『古代石見の誘い道 人麻呂と神々

と道』関和彦/著 

☆石見古社巡りの旅。 

092『百八十神坐す出雲 古代社会を支

えた神祭り』 

☆古代出雲歴史博物館企画展の図録。 

099『ビジュアル江戸三百藩 4』 

☆松江藩の歴史が載っています！ 

210『歴史を味方にしよう』童門冬二/

著 

☆歴史を学んで人生を考えよう。 

289『知識ゼロからの真田幸村入門』小

和田哲男/著 

☆大河ドラマ「真田丸」がもっと楽しめ

るかも！ 

291『知識ゼロからの富士山入門』瓜生

中/著 

291『世界遺産富士山を行く!』藤井勝

彦/著 

☆富士山のこと、どれだけ知ってる？ 

333『持続する情熱 青年海外協力隊 50

年の軌跡』 

361『クール・ジャパン!? 外国人が見

たニッポン』鴻上尚史/著 

☆外国人から見た日本は「クール!」か、

はたまた「クール?」か？ 

367『LGBTQを知っていますか?』日高

庸晴/監著 

☆セクシュアルマイノリティを知る本。 

410『数学序説』吉田洋一/著 

420『入門現代物理学』小山慶太/著 

468『生物多様性 「私」から考える進

化・遺伝・生態系』本川達雄/著 

471『植物はすごい 七不思議篇』田中

修/著 

537『答えは必ずある 逆境をはね返し

たマツダの発想力』人見光夫/著 

537『ロマンとソロバン マツダの技術

と経営、その快走の秘密』宮本喜一/著 

596『もらってうれしい!食べて美味し

い!友チョコ』 

☆来年のバレンタインにお試しあれ♡ 

709『琉球王国 東アジア交流の盛華』 

☆古代出雲歴史博物館特別展の図録。 

718『日本の仏像 この一冊ですべてが

わかる!』薬師寺君子/著 

☆写真や図版で日本の仏像を紹介。 

726『マンガ三國志 1～3』とみ新蔵/

作・画 

756『図説日本刀入門』 

☆刀剣女子&男子必見！ 

780『自宅でできる自重筋力トレーニン

グ』荒川裕志/著 

☆自宅でできるトレーニングを、筋肉の

部位別に紹介。 

783『PL学園最強世代』伊藤敬司/著 

☆春夏連覇後の 1987 年、PL 学園野球部

でキャッチャーを務めた著者の物語。 

911『サラダ記念日』俵万智/著 

☆今読んでも瑞々しい短歌集。 

913『建築士・音無薫子の設計ノート』

逢上央士/著 

☆建築をテーマにした短編ミステリー。 

913『業物語』西尾維新/著 

913『青年のための読書クラブ』桜庭一

樹/著 

913『少女七竃と七人の可愛そうな大人』

桜庭一樹/著 

913『君にさよならを言わない』七月隆

文/著 

☆死んだ人の姿が見える“ぼく”は、死

者の魂を救おうと奔走する。 

913『アドカレ! 戸山大学広告代理店の

挑戦』森晶麿/著 

☆学生が営む異色の広告代理店の物語。 

913『異類婚姻譚』本谷有希子/著 

☆芥川賞受賞作。 

914『人は一瞬で変われる』鎌田實/著 

☆心がけ次第で変われる。今日からなり

たい自分になろう！ 

914『倒れるときは前のめり』有川浩/

著 

☆デビュー前夜から書き溜めたエッセイ

＋短編小説。 

914『枕草子 マンガで楽しむ古典』 

916『救命センター カルテの向こう側』

浜辺祐一/著 

☆現役医師の著者による、救命センター

の話。 

928『十八史略で読む「三国志」』渡邉

義浩/著 

933『ゲイルズバーグの春を愛す』ジャ

ック・フィニイ/著 

☆ファンタジーの名手による短編集。 

953『眠れる森の美女 シャルル・ペロ

ー童話集』 

◆シリーズ続編入りました！◆ 

913『L.A.T 急襲!松北高校法律相談

部 2』 

913『櫻子さんの足下には死体が埋

まっている 9 狼の時間』 

913『ことづて屋 2 停電の夜に』 

913『ホーンテッド・キャンパス 

7・8』 

◆映像化原作＆ノベライズ◆ 

913『臨床犯罪学者・火村英生の推

理』シリーズ 有栖川有栖/著 

913『表参道高校合唱部!』櫻井剛/

脚本 

913『ぼくは明日、昨日のきみとデ

ートする』七月隆文/著 

933『戦火の馬』マイケル・モーパー

ゴ/著 

◆小論文対策に！◆ 

467『エピゲノムと生命 DNAだけで

ない「遺伝」のしくみ』太田邦史/

著 

☆生命科学の最前線を知るための本。 

813『朝日キーワード 2017』 

816『大学入試小論文の完全ネタ本 

<人文・教育系>編』 

☆時事ネタをおさえておきましょう。 

・・・おことわり・・・ 

前回の『図書の窓から』の発行後、たくさんの新着図書が入りました。そのた

め、今号では新着図書をすべて紹介することができませんでした…。残りは次

号以降で紹介しますので、もうしばらくお待ちください。 


